
色を効果的に活用した教育環境作り実践 

  4 月 26 日（土）美術部員 17 名、教職員 11 名で活動開始。指導者から部員に対して、「今から塗る場所は、

壁ではなく、キャンバスです。最高の作品にしましょう。」とメッセージが送られ、みんな真剣に塗りました。 

 今回は、今まで何箇所もペンキを塗ってきましたが、「色の効果」がテーマでしたので、事前アンケート事後ア

ンケートを集計し、生徒たちの心の変化も把握することが目的であった。 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

               

 

 

 

                                 

 

                       

 

 

 

 

 

 

☆アンケート（指導者 越智教諭のレポートより引用 ）  

「壁や柱の色が変わったことで、どのような気持ちになりましたか。また行動の変化について、教えてください。」 
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7 月 15 日（火）地元新聞社が取材 

 

↓ 

 


